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ャ
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シ
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レ
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決
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費
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題
に
関
す
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対
し
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送
付

す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
消
費
者
問
題
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
に
つ
い
て 

 
 

割
賦
販
売
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
五
十
九
号
）
上
、
消
費
者
保
護
の
観
点
か
ら
、
購
入
者
等
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
商
品
の
販
売
等
を
行
う
販
売
業
者
等
（
以
下
「
加
盟
店
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
商
品
の
引
渡
し
が
な
い
場

合
等
に
、
加
盟
店
と
の
間
で
生
じ
て
い
る
事
由
を
も
っ
て
、
支
払
の
請
求
を
す
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
対
抗
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
支
払
停
止
の
抗
弁
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

当
該
規
定
を
、
商
品
の
購
入
等
の
代
金
の
支
払
に
関
し
て
、
利
用
者
か
ら
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
対
し
て
あ
ら
か
じ

め
定
め
ら
れ
た
時
期
ご
と
に
一
定
金
額
を
支
払
う
取
引
及
び
そ
の
支
払
期
間
が
二
箇
月
を
超
え
る
取
引
（
以
下
「
リ
ボ
ル
ビ

ン
グ
払
等
の
取
引
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
、
商
品
の
購
入
等
の
代
金
の
支
払
期
間
が
二
箇
月
を
超
え
な
い
取
引

（
以
下
「
翌
月
一
括
払
の
取
引
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
適
用
し
な
い
の
は
、
翌
月
一
括
払
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
消
費
者

に
対
す
る
商
品
の
購
入
等
の
誘
引
性
が
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
等
の
取
引
と
同
程
度
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
多
く

の
消
費
者
は
翌
月
一
括
払
の
取
引
を
取
引
時
の
手
数
料
の
負
担
な
く
利
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に

追
加
的
な
規
制
が
課
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
負
担
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
、
消
費
者
の
ク
レ
ジ



 

２ 

 

ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
に
係
る
利
便
性
が
著
し
く
後
退
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

一
の
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
支
払
い
停
止
の
抗
弁
権
が
な
い
こ
と
を
逆
手
に
取
っ
た
行
為
が
存
在
す
る
こ
と
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必

ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
割
賦
販
売
法
で
は
、
消
費
者
保
護
と
消
費
者
利
便
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
つ
つ
、
加
盟
店
に
対

し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
等
を
取
り
扱
う
こ
と
を
認
め
る
契
約
を
締
結
す
る
事
業
者
で
あ
る
加
盟
店
契
約
会
社
に
対
し
、

悪
質
な
取
引
を
行
う
加
盟
店
を
是
正
、
排
除
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
翌
月
一
括
払
の
取
引
も
含
め
た
取
引
全
般
に
関

し
、
加
盟
店
調
査
を
義
務
付
け
る
等
の
必
要
な
規
制
を
設
け
て
お
り
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
止
す
る
よ
う
図
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
「
法
の
不
備
」
と
は
い
え
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

一
の
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
翌
月
一
括
払
」
の
取
引
に
つ
い
て
は
、
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
等
の
取
引
に
比
べ
て
、
消
費
者
に
対
す
る
商
品
の

購
入
等
の
誘
引
性
や
支
払
方
法
の
複
雑
性
に
乏
し
い
こ
と
か
ら
、
特
段
の
保
護
措
置
を
講
ず
る
必
要
性
が
低
く
、
ま
た
、
新

た
に
割
賦
販
売
法
の
適
用
対
象
と
し
た
場
合
、
そ
の
負
担
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
か
ら
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
、
消
費
者

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
利
用
に
係
る
利
便
性
が
著
し
く
後
退
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
法
の
適
用
対
象
と
し
て
い



 

３ 

 

な
い
。 

 
 

な
お
、
消
費
者
が
、
翌
月
一
括
払
の
取
引
を
リ
ボ
ル
ビ
ン
グ
払
等
の
取
引
に
事
後
的
に
変
更
し
た
場
合
、
変
更
後
の
リ
ボ

ル
ビ
ン
グ
払
等
の
取
引
は
同
法
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
五
十
七
号
）
に
お
い
て
、
通
信
販
売
に
つ
い
て
は
消
費
者
の
自
主

性
が
損
な
わ
れ
る
程
度
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
、
契
約
の
申
込
み
又
は
締
結
後
一
定
期
間
内
は
申
込
者
等
が
無
条
件
で
申
込
み

の
撤
回
又
は
契
約
の
解
除
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
い
わ
ゆ
る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
同
法
第

十
五
条
の
三
に
お
い
て
、
通
信
販
売
に
お
い
て
販
売
条
件
に
つ
い
て
広
告
を
し
た
商
品
等
の
売
買
契
約
の
解
除
等
が
定
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
、
御
指
摘
の
よ
う
に
「
通
信
販
売
も
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度
の
適
用
対
象
に
加
え

る
」
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
目
的
・
趣
旨
か
ら
鑑
み
て
適
切
で
な
い
」
及
び
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
趣
旨
か
ら
鑑
み
て
適
切
で
は
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、



 

４ 

 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
の
趣
旨
目
的
は
、
消
費
税
率
引
上
げ
後
の
消
費
喚
起
、
消
費
税
率
引
上
げ
の
影
響

を
受
け
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
推
進
に
よ
る
消
費
者
の
利
便
性
の
向
上
や
店
舗
の

効
率
化
及
び
売
上
増
加
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
照
ら
し
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
参
加
す
る
加
盟
店
の

登
録
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事
業
者
の
登
録
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

三
の
３
に
つ
い
て 

 
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
マ
ス
ク
の
転
売
事
例
が
依
然
と
し
て
散
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の
「
デ
ジ

タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
に
対
し
、
「
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
」
の
利
用
者
へ
の
啓
発
内
容
の
充
実
の

要
請
等
を
累
次
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
状
況
の
変
化
を
捉
え
つ
つ
、
お
尋
ね
の
国
民
生
活
安
定
緊
急
措

置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
適
用
も
含
め
て
、
国
民
が
必
要
と
す
る
マ
ス
ク
等
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
適

切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 

三
の
４
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
同
法
第
三
条
第
一
項
の
事
態
」
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
事
案
に
応
じ
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
、

お
尋
ね
に
つ
い
て
一
概
に
は
お
答
え
で
き
な
い
が
、
国
民
生
活
安
定
緊
急
措
置
法
第
三
条
第
一
項
も
含
め
た
同
法
の
適
用
に



 

５ 

 

つ
い
て
は
適
切
に
判
断
し
て
ま
い
り
た
い
。
な
お
、
北
海
道
に
お
い
て
、
令
和
二
年
二
月
二
十
八
日
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出

さ
れ
、
マ
ス
ク
を
供
給
す
る
必
要
性
が
特
に
高
ま
っ
た
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
同
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
厚

生
労
働
大
臣
が
マ
ス
ク
の
製
造
業
者
に
対
し
て
、
国
へ
の
売
渡
し
を
指
示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 


